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余市川の大古木を農園入り口に設えて。 甲田夫妻を囲んでみんなで記念撮影。

Mother Tree 「母木」 の栗の木 マルチの横はこんなにも雑草の根が張っています

収穫の秋を予感

　庭の丹波栗、今年は穂を沢山付けたせいか、小さい実

が一杯なっています。この 70 年の大樹、まほろば農園

の「MOTHER　TREE」ですね。地下茎がどんなに張ってい

るのでしょう。道路を挟んだ栗の新木の根に親根が届い

ているでしょうか。　畑では、マルチの外に根付く雑草

の生命力の逞しさにはビックリ！！します。
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　アスパラの苗を移植した

時の根の長さが左。他にも、

もっともっとあります。作

物の根張りと絡みは、息を

呑みます。人も世も、如何

に根を這わせるかですね。

来園者

１、 山形の板垣

弘志さん父子

　昨年も来られた山形のお米農家の板垣さん。

今年は、お嬢様の志摩さんとご一緒に来園。何

でも札幌の「すし善」さんにお米を出されてい

て、店舗拡張のお祝いに、駆けつけ

たとか。相変わらず派手な身
み な り

形。い

つまでも若く、お元気なんですね。

お嬢さんは、タカコナカムラさんの

ホールフードスクールで家内の講演

を聞かれたことがあるとか。

　来年は、本場の在来種「ダダ茶豆」

の種を戴けることになりました。来

年には、仁木の畑で継承されます。

２、ライヤーの

池末みゆき先

生も

　今や、国内でライ

ヤー（竪琴）と言えば、

池末先生を知らない

人がいません。今年

も、緒方紀子さんと

ご一緒に来園。ズッキーニを採取されるなど一

時を楽しんで頂きました。山野井さんの大果樹

園をご案内してサクランボを満喫。次の朝、小

樽の小林恵里子さんが主催される「健康応援社」

での朝食会とミニコンサート。三枝龍生先生の

治療実技も加わり、爽やかな学びの朝を過ごし

ました。

初成りのズッキーニを手にして

治療の天才、 三枝師匠

アスパラの根。 ３倍はある。

軟石の倉庫がコンサート会場
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３、慰安会 in仁木農場

　先月号にも知らせたまほろば従業員の慰安

会。その場での、人事発表と各人に贈る言葉

を。ここで、お客

様にも報告を兼ね

てお知らせいたし

ます、一興にお読

みください。

　ソフテリアの亀

谷理恵さんが一身

上の都合で退職さ

れました。大好き

なパン作りを一生

続けて欲しいの

で「発酵浄土」の

書を。またご縁が

あったら帰って来

てくださいね。

　以前から、小笠

原諸島にわたる計

画準備を進めてい

た覚前美幸さん。

とうとうその日がやって来ました。「覚
●

明前
●

今」

（今、眼前
●

のことに、目覚
●

め明らかにする）の

言葉を。また、まほろばが恋しくなったら帰っ

て来てくださいね。みんなで待っています。

　そして、社員で市場仕入れ担当の大庭奈緒子

さん。海産物に詳しく「魚々の褄り（と

どのつまり）」も大好評。9 月をもって退

社し、故郷の福岡、朝倉市の実家に帰り

ます。自立したいとの本人の希

望に沿って、止むなく承諾しま

した。なかなか、0-1 テストが

出来て、仕入れまで出来る人材

はいないのです。「水魚一心」。人における空気

のように、魚は水の存在を認識出来ないほどに

一体です。まほろばともそのようにあって、向

こうに帰るも常に一心であることを望みます。

お知らせを時々書いてくれるそうです。

久しぶりの農作業に腕を振るう福田君と宮本君

それぞれに送った色紙

本店レジスタッフだった覚前さんは求道者。

大型バスに添乗するまほろば従業員

本店大庭さんの門出を祝福



4

　チョット辛い話ばかり

で、ここで嬉しいニュー

ス。厚別店の穂積店長に、

結婚と誕生の二重のお祝

い事。美人の奥様悠
ゆ り

理さ

んとの間に「虎
と ら の

之佑
すけ

」君

が。タイガーズファンの

彼、ここまで来たら、誰

も文句は言えません。「万

歳　虎之佑！！」と「夫

随婦唱」の格言（？）を

贈りました。奥様の言うことを聞いていれば、

何せ家庭は円満！ということでありますナ。本

人曰く、「お祝いは、今でも受け付けています」

という浪
な に わ

速っ子の図々しさも御許しのほどを。

4、甲田夫妻来店、来園

　8 月 5 日の売り出し感謝ディー最終日に、本

店での講演会。

　33 歳の甲田貴
た か や

也さんは、大阪泉南で造園業

を営む 4 代目。奥様の和恵さんは、千葉で大地

再生に取り組む高田宏臣造園を独立し

て同じく造園の道を進んで、縁あって

御一緒に。そのお二人による講演会。

　7時より、貴也さんによる、１年 7か

月かけて 53 か国を巡った旅行記を熱く

語られました。そこには、人並み外れ

た貴也さんの鋭く深い

感性で捉えられた眼差

しと生き方。彼の報告

で各国のさまざまな価

値観や風習によるカル

チャーショックが、日

本を見直す良い経験と

なりました。若い人の

真剣な生き方に、皆さ

ん共感・共鳴され、方々

で再演の希望が出たほ

どです。

　和恵さんは、自然のメカニズムと再生への取

り組みを、実践を通じて具体的に話されました。

若い女性でありながら、深い宇宙観や強い希求

心には感心させられました。

　次の日は、仁木農園を訪問されて 2 日に亘っ

て援農を。夜には新倉庫で夜中 12 時まで、昨

晩のミニ講演会を。

まほろばのお客様

で、お母さんと一緒

にボランティアして

くれていた高校一年

生の西村萌ちゃんに

は、凄い刺激になっ

たと思います。全体

観と大局観を身に付

けるには、青春時代

に世界を旅して見聞

を広めることは重要

だと思います。

まほろばのお絵描きイベントで画かれた家族のイラスト画

来年も全道各地で講演会を！
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　作庭家のお二人にとっても、格好の素材の大

きな枯木が、先日の大雨による増水で、余市川

の川べりに転がって在り、それを皆で引き揚げ、

農場の入り口に設置。みなで貴重な経験をしま

した。さすが、体の使い方、物の扱い方、指示

の違いがよく分かりました。

　鍛えられたキレのいい動き方をするお二人を

見て、感心すること頻り。いろいろな農作業も

して頂きました。なんと手際の良いこと！！本

当に有難うございました。

5日、神農像を設置

　まほろば創業 30 周年に、富山県南砺市「さ

くさく村」「㈱国際有機公社」の吉田剛社長か

ら記念に戴いた別注の彫り物「神農像」。これ

を新しい納屋に設置しました。神農は中国の神

様ですが、日本でも医薬の神様として親しく、

「富士古文書」によると、日本人の祖先でもあ

るそうです。そして、何よりも「農業の始祖」

であるので、ここに置

かせてもらいました。

　まほろば本店でも、

福田君自作の見事な神

農像が飾られていま

す。昔は農業と医薬

は一体なのですね。

吉田社長、ありがと

うございました。
神農像を高棚に設置する甲田さん

天然御芸術品の材木を前に、 新婚さん、 ハイ、 パチリ。川べりからトラクターで引き上げられる古木

誰かに似せて太めの神農像に彫ってくれたそうです。
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6、 工芸の匠
たくみ

・

今村さん

　まほろば本店の大きな

看板や表札などを彫って

下さる名人、今村亨
とおる

さん

が、ひょっこり雨の中をボ

ランティアに来園。蘭越町

の米農家さんの出身とい

うこともあって、雨の中を

小気味良く草取りする手

際の良さは、流
さ す が

石農家の息

子といった見事さ！

　それで、彼の彫った小別

沢の看板『まほろば自然農

場』が、ながなか取り付け

られないでいた所にタイミングよく今村さんの

登場で、壁に貼り付けること完成、一

挙に解決。何事も、時が解決するので

しょうか。人や物事には、待ちの時間
3 3 3 3 3

が要るようですね。ありがたかった。

7、「 ナマケモノ倶楽部」

の　馬場さんが東京より

　東京の「ナマケモノ倶楽部」の馬場

さんが来店、そして島田編集長の運転

で来園。次の日は長沼「メノ・ヴィレッ

ジ」取材。師・辻信一先生のフィール

ドワーク探訪の一環です。一昨年、

辻先生から頂いた『ブータンチリ』

の種を更新。名付けて「幸福唐辛子」

（しあわせのトウガラシ）。「国民総

生産」GDP でなく『国民の繁栄と幸福』

である GNH の象徴として命名。両国

友好の標
しるし

としたいものです。今年は、

東ブータン・チモン村のペマ・ギャ

ルボさん農園のチリ種を辻先生から

戴き、それを苗にして育てました。

名付けて『ペマ・チリ』、また同じ

土地の『えごま』の種も、農園で開

花し、出荷中です。

　今年 2 月訪れたタイ・チェンマイ

の山奥、カレン族のスゥエさんの家

庭菜園で戴いた小さい激辛唐辛子

「プリッキーヌ」。これも、農園で再現しまし

た。なかなか実が付かないの

で、出荷はもう少し後になり

ます。

木彫の名匠、 今村さんは、 寡黙で徳の人。

スゥエさんのプリッキーヌの前で、 馬場直子さん 今年はブータンのえごまも栽培
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　その後、同じ ECO 仲間である余市モンガク

の「エコ・ビレッジ」の坂本純科さんのところ

へ取材。エコツーリズムなど様々な取り組みを

行っている農園は、多くの方々がサポートし、

援農して未来ある若人を育成しています。素晴

らしいですね。エコトイ

レやエコハウスも見せて

戴きました。

8、庭石設置

　友人で、海産市場の仲

買㈱入福の専務、加藤信

也さん。昔、札幌の家が

並んでいて隣同士でした。

向かいが造園家の竹内さ

んで、お互いに庭好き。

　加藤さんは、魚屋さんと造園家の二つの顔を

持つ。あのまほろば本店の庭や地下洞の造作の

際、竹内さんに施行して貰ったが、材料は加藤

さんが手配したものだ。あの見事な蹲
つくばい

や木化石

など、加藤さんが蒐
しゅう

集したもので、未だ石狩に

石を残していた。

　それを、この度処分することになり、半ば押

し付け的に ( 笑 )、仁木農園に移動するという

想定外の出来事になったのだ。つまり、早い話、

有難くも無料で貰い受けたのだった。

　相当前に、あの小樽「池田バンビ」でお馴染

みの老舗池田製菓の会長宅の壮大な庭を解体す

ることとなり、それを担ったのが加藤さんだっ

た。

　この 20 倍は石があったというから、その様

は想像を絶する大名庭だったはずで、取り壊さ

れたのは惜しい。札幌より、小樽が政経文化の

中心だったころの名残だったのだろう。本店の

社長室の壁の屋久杉が何と雨戸で、机のケヤキ

が台所の下張りだったというから、当時の贅沢

な趣味とどれだけ財が豊かだったのかと、小樽

「余市エコビレッジ」 前にて ワイン用ぶどう園。 ハーフサイズで 330 本出荷との事、 無農薬で頑張っています。

「鮭の匠」 加藤さん

道内の銘石の数々を集められたとの事です２回４トントラックの往復。
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の繁栄ぶりを伺わせる。そんな雰囲気

の中、あの石原裕次郎や慎太郎兄弟が

育った訳だ。北
きたいち

一辺りの鰊場の賑わい

ぶりが今に偲ばれる。流
ながれ

さん作だろう

か、滝水を受けていた巨大な蹲
つくばい

が、庭

から切り離されても鑑賞に堪えるオブ

ジェともなっている。

　丁度、籾殻の山があって、フレルモ

アーでその周りを回旋したら何か、禅

寺の石庭のようになったのには、笑っ

てしまう。農園の入り口に、石庭が出

来てしまった。

　それにしても、朋友加藤さんには、

感謝しても感謝に堪えない。

作物篇

1、 西瓜・ 瓜、 大騒動       

「 赤黄（ アッキ） ちゃん」

　長雨、台風と続く異常気象の今年。初めて西

瓜用に３ベッド作りました。一時は庫内が 70

度にまで上昇したが、それでも 0-1 テストで水

を遣らずに生き延びたという驚異の苗でスター

トした。

　ところが、露地の運命か、トンネルを外して

から雨にたたられた。雨による割れや腐りが続

出して、泣くも雨だった。だが、そこにまほろ

ば液肥を投入して何とか生き残れた

のだった。

　それが液肥タンクに発生した粘菌

だった。

 醤油粕や米糠、魚粕に発生した知性

の生き物「粘菌」。動物的性質と植物

的性質を併せ持つ原生動物の一種で

変形菌。粘質性のアメーバや胞子な

どへ、さまざまに変形しながら増殖する。移動

先の定着した地で、その細菌を増やし、さらに

他の種類の菌を殺す作用、農薬の働きまでする

農業細菌とも呼ばれている。

　さて、その見事にも繁殖した粘菌パワーがど

のように作用したか、粘菌のみぞ知る所です。

　そして、収穫時期到来。採って割ってみると、

天からの戴き物。 農園の名物が出来ました。

タンクに生じた元気な粘菌
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長いマダーボールも丸い黄玉も混交。一方、赤

もあれば、黄色もある。割らねば分からぬ三種。

皆混雑してしまっている。

　さぁー、困った。どうも、クリームの方が優

性らしい、ほとんどがクリームと赤黄の混色に

なってしまいました。そこで、妙案。『アッキ（赤

黄）ちゃん』と名前を付けた。どちらとも取れ

るカワイイ名前で、ご容赦のほどを。

2、瓜騒動
　そして、次が瓜騒動。形と味わいが、４種類

に大別された。

　『瓜メロ』、メロンの形をした瓜で、意外にも

メロンより上品で食べや

すい。『丸うり』小さいボー

ルのようで、中々これも

美味しい。次は『味瓜』型。

大玉だが、甘露の味わい。

　『白瓜』も作りました。

正に瓜で、奈良漬用、漬

物用に。縦列に、甘露と

白瓜を植えたので、交ざっ

たようです。白瓜が少し

甘かったりするものもあ

るのです。

　収穫と選別が大変で、

売り手も買い手も大変で、

大変申し訳ありませんで

した。もし、不味いもの

がありましたら、お申し出くださいませ。返金

かお取替えいたします。時々、苦みのものがあ

るようです。

　味ウリの種はまほろばで販売している『とも

りん』から採ったもので、完全に先祖帰りした

ようです。ネットで調べてみると、『ともりん』

は小林さんが青肉メロンと甘露メロンを交配し

たものだとか、どうりでメロン味の『瓜メロ』

ができるわけです。

新種 「アッキちゃん」 !!　笑ってください。

イエロームーン。 皮の表面が赤肉の西瓜。 宇宙のよう
な文様。 結構おいしく、 外に内に二重のお楽しみ。

右上から、 甘露、 メロ瓜、 白瓜、 丸瓜。
今年の失敗を、 来年のバネに。
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　大失敗ではありますが、これが意外と美味し

く、お客様には、多様性豊かな自然農園の醍醐

味を味わって戴くべく、販売することにしまし

た。ご感想をお寄せください。

3、初の仁木玉葱「 ニッキー」

　マルチ一列 50m だけ、玉葱を植えました。在

来種「札幌黄」です。北海道新聞の森川論説委

員が自家採種した種を戴いて育てたものです。

　小別沢の我満さんも同じ種で栽培して、兄弟

同士です。実に玉ねぎは、種から実まで、2 年

かかります。

　これも、雨に叩かれて軸が腐るなど大変でし

たが、今風乾している所です。全体に小玉傾向

ですが、大玉も穫れて、来年への意欲が出て来

ました。多種品目なので、手間がかけられない

分、マルチ栽培は本当に助かります。

　そこで、これを記念して名前を付けました。

「札幌黄」ならぬ「仁
に き

木黄
き

」なので、呼びやす

く「ニッキー」にしました。これから愛称で呼

んでくださいネ。油と塩

だけで炒めたものを食べ

ましたが、凄く甘く美味

しいですよ。

　

4、「 トマティーヨ」 サルサソー

スに

　昨年から始めたトマティーヨ。メキシコ原産

の食用ホウズキ。日本のそれのように小粒でそ

れ自体美味しい訳ではありません。でも、多産

系で 1本の

木から次々

と花を咲か

せ実を成ら

せます。

　元々、暑

い地域の作

物なのに、

こ の 北 国

で、よくも

まあこんな

にも逞しく

も育つもの

かと感心し

ます。きっ

と将来的には、日本に定着するのでしょう。

　イタリア産のローザビアンカも良く成ります

し、以前栽培した沖縄育ちの「雲南百薬」など

は、ほかの作物が枯れても最後まで茂っていま

した。ビックリです。

　茄子でも胡瓜でもトマトでも、日本在来の作

物ではありませんので、

そうやって長い時間を

かけて定着して来たの

でしょうね。

　サルサソースが一番

です。サラダやエスニッ

ク料理のスパイスに、

ピッタリで作り置きし

たらいいですよ。

日本にも愛される固定種になる日を。
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5、枝豆収穫始まる

　今年は、「青雫」「天乙女」「雪音」「だだちゃ」

など、４種類の大豆を植えました。

　ところが、ちょうど花が咲く時期に長雨にあ

たって落ち、実の付きが悪く、大幅に収量減に

なりました。多くは供給できないと思いますが、

今しばらくの枝豆をお楽しみ下さい。

6、 ホーリーバジル

　もう 10 年以上前の事、福島の会津地方で、

日本ホーリーバジル協会を立ち上げ、普及に生

涯を捧げた大矢泰司さんがおられ、そこから見

本をもらっていました。

　 ホ ー リ ー バ ジ ル

(holy basil)

は英語名、サン

スクリット語で

はトゥルシー

(tulsi) とも呼

ばれ、異なった

体内プロセス間

のバランスをと

るアダプトゲン

（トラウマ、不

安、肉体的疲労

などのストレスへの抵抗能力を高める働

きのある天然のハーブのこと）であり、

ストレスへの順応を助け、一種の「不老不死の

薬」と見なされています。　　　

　ところが、数年前、会津探訪で案内して頂い

た大橋しのぶさんが、その協会の同会員で千葉

の寺田本家の奥様も栽培されているとかでビッ

クリ。縁は近きに在りで、その協会の花壇に案

内されました。

　ホーリーの名が示すように、このバジルには

聖なる霊気が隠されていて、人々を幸

福へと導くいわれがあるそうです。今

年ささやかにも植えてみました。

　鮮烈な香りに、異次元な空間が生ま

れるようですね。少しずつ出荷してい

ます。そろそろ終了です。

7、秋野菜撒く

　大根、白菜、蕪、チンゲン菜、春菊、

などの秋野菜の種蒔きを、雨の合間を

縫ってしました。さて、成りはどうでしょうか。

　春の畑の耕起には飛来しなかった海猫やカモ

メが 20 羽ほど群れを成してミミズなどの小動

物を食べに舞い降りるのです。近くに余市港が

あり、どうやって嗅ぎ付けて来るのか、不思議

ですね。千里眼で見えるのでしょうか。

　動物の超能力にはたまげますが、又とてもか

わいいものです。何時も、一切無関心を装って

動作を荒げないので、向こうも安心して近寄っ

トラクターで土を耕し始めると、 いつの間にか後ろから十何羽エサを
探してついて来ます。

総じて小粒傾向で、 選別に時間がかかります。

香が爽やかで深い。
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バッサリと葉と実を落した胡瓜、 サッパリ！

て来ます。それが、また可愛いのです。

　漬物大根の時期には、店長や福田

君が抜きに来てくれるというので、

多めに播種しました。さて、どうな

ることやら、これからの天候を気に

しながら、成長を見守る毎日です。

仁木編 （第二部）

宮下洋子

さんざんな胡瓜

　花の咲きようは、異常なくらいです。生存の

危機を感じての事でしょうか。しかし、長雨と

日照不足で、遂にはヤニの出る黒星病にやられ

てしまい、次第に収穫も減速、全滅状態でした。

本店店長から出荷ストップがかかりました。収

穫作業に追われてしばらく、伸びすぎのツルや

繁り過ぎた葉の剪定を怠っていたので、風通し

が悪くなり、そこに、毎日ジメジメと乾燥する

ヒマもないようなお天気がつづいたのです。

追肥の遅れ

　その前には、チッソ（ブラド

ミン）の追肥も遅れて、やっと

追肥出来た時には、夏の乾燥続

きで、雨が降ってくれなければ、

通路に上から撒いているだけな

ので、肥料も効きません（通路

灌水の設備をしていなかったの

で）。やっと雨が降って肥料が効いてくれると

思っていたら、これが長雨で、上記のように黒

星病の出現となってしまったのです。

菌の病気はチッソ不足も要因

　私の考えだと、黒星病や、ウドンコ病は、菌

の病気なので、両方とも窒素不足で起こります。

ウドンコ病は、夏の乾燥が続いた後に起きる病

気で、黒星病は、低温と湿気、日照不足で発症

するようです。今年の夏は、低温と日照不足の

方が大きかったので、ウドンコ病よりも黒星病

の方が先に発症したようです。

　しかし、両方とも、夏の乾燥が始まる前に、

窒素肥料を効かせておけば、無農薬でもかなり

防げる病気です。

　今や罹患していないきゅうりが 1 本もない状
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態なので、もはや仮に農薬をかけた

としても蘇生させることは難しい状

態でした。でも、あきらめるわけに

はいきません。

　低温と日照不足は認めるとしても、

窒素の追肥が遅れ、通路潅水が出来

なかったせいも大きいと思っている

のは私だけで、私以外の誰も信じて

くれないからです。

病気の原因は菌ではな

く、菌は結果

　追肥がそろそろ効いてくるころなので、思い

切った切り戻し剪定で、風通しをよくし、木の

若返りを図れば、立ち直れる可能性はわずかで

もあるはずです。

　私はそれをみんなに目に見える形で証明した

かったので、毎日半日くらいも木の剪定に費や

し、出荷の無い日は、一日中剪定をしていまし

た。本当は忙しくて、そんな事をしているヒマ

などなかったのですが、私にとっては最優先課

題でした。

生命現象の根本義は『 場づ

くり』

　病気の原因は、菌ではないという事を証明し

たかったからです。それは生命現象の根本義に

属することで、病気の原因が、害虫や菌やウイ

ルスが原因だと考える所から、殺虫剤や殺菌剤

が必要となる慣行農法の考え方が生まれてくる

わけで、無農薬で自然農法や有機農法を目指す

ものは、この考え方を捨てなければいけないか

らです。

　人もまた同じで、同じようにインフルエンザ

や０―１５７が流行っても、罹患する人としな

い人があるのは、人それぞれ免疫力が違うから

です。それには、食を始めとする生活習慣や、

生まれながらの体質（自家採種はその為です）

などが大きく関わってくると思います。免疫力

の向上にはたんぱく質（チッソ肥料）の摂取が

大きいことは、よく知られるようになりました。

農薬は（ 自然農薬も含めて）

対症療法

　肥料のバランスや水はけ、風通し、日照時間、

等々、その作物の成長や季節に合わせた『場づ

くり』がしっかり出来ていれば、病気や害虫に

侵されることもないはずで、菌や害虫は、原因

ではなく、『場づくり』が出来なかった結果な

のです。

　『場づくり』が根本治療で、農薬は（自然農

薬も含めて）対症療法なのです。

　気象条件は、人為ではコントロール出来ない

けれど、お天気に合わせた『場づくり』を心掛

けることで、被害を最小限に抑えることが出来

るのではないかと思っています。

収穫後の選別も時間との戦いです
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　それも出来ないような異常気象なら、天意に

お任せするしかありません。

　でも、農業にとって、とても大切なことを証

明したいのですから、きっと、天の神様は奇蹟

をもたらしてくれると信じています。

人事を尽くして、天命を待つ

　思い切った切り戻し剪定で、見る影もなく丸

坊主になったところに台風一過、雨の追い打ち、

残っているわずかな葉っぱは風でズタズタにな

り、幼果は傷だらけになりました。そのうえ、

今日からまた雨で、10℃以下の最低気温予報で

す。黒星病にとって良い条件ではないけれど、

後は、水はけの事を考えて、人事を尽くし、天

命を待つしかありません。

　この後、きゅうりが店頭に並ぶようなことが

あれば、「よく頑張ったね！」と誉めてあげて

下さいね。

　今回は、きゅうりの事しか書けませんでした。

何しろ剪定で忙しくて、忙しくて・・・、その

上、収穫に時間のかかる豆類の収量が増えて来

たので・・・書きたいことはいっぱいあるので

すが・・・来月に回したいと思います。

かわいふぁ～む　

川合 浩平

もう8月だ！

暑い！

溶けそうだし

干からびそう

だし、ムレム

レです！

あ～、なんて年だ！

↑先月、こんな書き出しでした。

今見ると、「ほんと？」って思いますね笑

8月は不思議なくらい寒かった・・・

あ、どうも！

かわいふぁ～むのカワイです！

そして今はこれを書いているのは台風 21 号前

夜・・・

これを読んでいる頃は台風が過ぎ去っています

ね。

台風の被害はひどかったのでしょうか？

それともあまり害はなかったのでしょうか？

たぶん畑は結構被害あったと思います

ね。

まあ、やれることはないので、朝起き

てからです！

深夜畑にいても、やれることはないし、

命を危険にさらすだけですからね。笑

自然には勝てません。

されるがままの被害の後、片付けがお

そろしいな～

ん？被害？
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被害と言えば、スイート

コーン！

今年、アライグマとカラス

にほぼすべて食べられまし

た。

やつら、食欲スゴいんす・・・

植えた人にまったくリスペ

クトを示さず、あたかもそ

こに自然に生えているもの

を食すがごとく、食いつく

します。

（↓以下ちょっとボヤキ）

けどね、ちょっと考えたら

そんなに美味しいもん、自

然にあるわけないんだから

不思議に思えばいいのに。

だって人間が植えなくなったら、来年から食べ

れないんだから、そこは気遣い見せてもらって

もいいと思うよ。

少しはあげるくらいの心の広さは持ち合わせて

いますよ、今までもさんざんシカにもあげてき

たんだし。

しかし、全部はイカンよ、全

部は。

種まいて定植して草取って、

これから収獲って時に日に日

に無くなっていくあの徒労

感・・・

今年は心に大きな傷を残した

ね。

来年はもっと美味しくないト

ウキビを植えてやるさ。

とてもとても美味しくないや

つを。

食べたことを後悔してトラウ

マになるくらいのやつをね。

あ、暗いカンジになってき

た・・・笑

まあ、そんなわけで鹿は今年も電牧をしていな

い所にはちゃんと来てます。

またもやニンジン食べてますね～

シカもアライグマも畑の真ん中から食べていく

んです。

そして、気が付いた時には手遅れなんてこと

が・・・

端はつまみ食いをしたのが人間にバレるとわ

かっているんですよね。

たまにしか行かない畑では、道の近くだけを見

て畑の中まで入らないからわからないんです。

もはや小別沢の無農薬栽培は、病気だ虫だとい

う話は過去の話になりつつあります。

ケモノとの戦いになってきております！

先日小別沢でシカがワナにかかって解体を手

伝ったのですが、なかなか凄惨な現場でしたね。

逆さにつるして首を切って血抜きをしながら皮

をはいで解体するという・・・

解体を手伝いと言っても解体補助でシカを押さ

えたりしていたのですが、落とした首がずっと

こっちを見てましたね・・・

ジブリのシシガミ様の様に頭が地面から生えて
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いる違和感、最初はとても直視出来なかったで

すね。

空気銃で殺すところからの一連の流れを体験さ

せてもらいましたが、「命」を頂くとはこうい

う事なんだよな、と改めて思いました。

今の食は「モノ」に成り下がっているのでこう

いう体験は必要だし、やっぱり「農」と「食卓」

の距離が離れていることは問題ですね。

「お肉」が普通にスーパーに並んでいますが、

けどそのウラには肉の数だけその動物達の断末

魔の悲しい叫びがあるという事で、その忘れが

ちな事実をもう一度確認させてもらいました。

やはり「食」は「命」、そして感謝しかないのです、

本当に。

そんな中、山ちゃん（本店山田さん）がニンジ

ン畑のシカ対策でこんな看板を作ってくれまし

た。シカが増えすぎているので共存という選択

肢はかなり厳しい気も

してますが、少しでも

来ないでくれればと思

います。

さて、効果があるかど

うかは次回のお便りで

発表しますね！！

そうそう、最近天気ぐ

ずついてますよね～。

この天気で土が乾かず、トラクターを使えない

日々が続いています。

このまま冬まで行くのか、せめて晴天の日が 3

日程連続で欲しい所です。

そんな中、最近履き続けていた長靴にまた穴が

開きました。

知ってますか ?

靴ってめちゃんこ大事です。

仕事柄歩きっぱなしですが、変な靴を履くと簡

単に身体の調子が悪くなります、本当ですよ。

変な長靴は足と腰にダメージを与えますし、暑

い時は足から熱を発散する事が出来ないので気

を付けてください。

最近履いていた長靴がやっぱり悪かったよう

で、新しくしたら足に羽が生えませんが、軽く

なりました笑

これからの寒くなる季節、何かと調子悪くなり

ますが腰を痛めない様にしたいと思っていま

す。

さて、9月からブーランジェ

リーコロンさん（超有名な

パン屋さん）でナスを使っ

てもらっています！

期間はナスが出せる時まで

なので、お急ぎください！

今年は寒いので早く終わる

気がします！笑

先日の五天山マルシェ、来ていただいて有難う

ございました！

先月のこの記事を読まれていないなんて書いた

前回を読んで、「読んでるよ !」と言ってくれ

る人もいて・・・

言ってくれる人と言ってくれない人で、読んで

くれてる人と読んでくれてない人がわかりま

す !!

次回は 9月 30 日ですよ！

次のイベントは・・・アレですのでお楽しみに！

今年最後ですので、宜しくお願いします！

では来月もお会いしま

しょう！！

かわいふぁ～む　

YASAIBACCA　川合 浩平


